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この４月から神奈川県図書館協会長に就任しま

した神奈川県立図書館長の此田でございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

県図書館協会は昭和３年の設立以来、今日まで

図書館に関する調査研究、図書館活動の普及、職

員の研修等に取り組んできました。 

現在、会員図書館は公共・大学・専門図書館合

わせて 133館、蔵書数は約 3600万冊（平成 29年

４月時点）に達し、多くの利用者に図書館サービ

スを提供し、文化の進展に寄与しています。 

近年、図書館を取り巻く社会状況は超高齢社会

の進展や社会の高度情報化、グローバル化、個人

のライフスタイルの多様化など、大きく変化して

います。 

高度情報社会では、個人が主体的に判断し情報

の収集・取捨選択する能力を身につけることが必

要です。 

図書館には、インターネット環境の整備や資料

のデジタル化などＩＣＴを活用し、多様な情報提

供に努め、個人の自己判断を支援することが求め

られています。 

また、様々な情報、資料を持つ図書館は、地域

の情報拠点として、地域課題の解決に寄与する情

報を積極的に提供することが期待されています。 

このような利用者支援や社会の要請に応えるサ

ービスを提供するには、図書館職員の資質向上も

必要です。 

コミュニケーション能力、専門的なレファレン

スに的確に対応する能力、情報活用能力及び地域

課題を把握・分析する能力を持つ人材が求められ

ています。 

高度情報化への対応、地域課題解決の寄与、人

材育成の取組みに当たっては、県内図書館の連携

が必要なため、県図書館協会の役割が大きくなっ

ていきます。 

引き続き、調査研究、ホームページや会報等に

よる最新情報の提供、先進事例の視察、人材育成

のための研修等を行い、図書館サービスの向上と

職員の資質向上に取り組んでまいります。 

県図書館協会は今年、設立 90周年を迎えました。

今秋には記念事業を開催します。この機会に、こ

れまでの活動を振り返り、直面する諸課題の解決

と、将来の図書館活動を見据えた新たな活動に取

り組みたいと考えています。 

また、図書館をより活用していただくため、広

報活動にも積極的に取り組みたいと考えています。

皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いいたしま

す。 
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これからの神奈川県図書館協会の活動 

 神奈川県図書館協会長 神奈川県立図書館長  

此田 雅之 
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平成 30年度神奈川県図書館協会総会が、４月

26日（木）に神奈川県立図書館新館４階セミナー

ルームにて開催されました。 

はじめに、小林事務局長から人事異動等により

会長及び一部の役員の交代について報告がありま

した。 

此田雅之会長（県立図書館館長）より、「今年

は設立 90周年の記念すべき年であり、神奈川県内

の図書館の振興をさらに図り、県民の様々なニー

ズに応えて、図書館がますます活性化するよう努

めたい。」との挨拶がありました。 

続いて、審議事項に入り、平成 29年度事業実施

結果及び決算について、平成 30年度事業計画（案）

及び予算（案）について、審議が行われました。

審議事項については、原案通り承認されました。 

表彰式では、会員施設に 20年以上勤務した永年

勤続職員 11名、神奈川県図書館協会及び県内図書

館事業に尽力し、功績のあった功労者１名１団体

の表彰がありました。 

 

講演会は、有限会社 BACH（バッハ）の幅允孝

氏をお招きし、「ブックディレクター幅允孝の仕

事」と題してお話していただきました。 

 

【講演会概要】 

 ぼくが有限会社BACHを立ち上げたのは 14年前、

それ以来ブックディレクターという肩書きで仕事

をしてきた。ブックディレクターという職名の由

来は、「情熱大陸」という番組で取り上げられた

際に職業名をつけるようにと言われ、本にまつわ

る色々なことをしているからブックディレクター

とした。企業図書館や病院のライブラリーを作り、

そのユーザーにインタビューをしながら本を選ん

でいくことを仕事としている。今日は、どうやっ

て選書をしているのか、コーナーを作る時にどん

なことを考えているのかを紹介することで、皆さ

んのお役に立てればいいと思う。 

 2002年まで青山ブックセンター六本木店に勤

めており、2000年に Amazonの日本進出を目の当

たりにした。当初小売りの現場ではあまり重要視

してなかったが、インターネット回線の拡大につ

れて次第に売り上げが落ちていった。一番ストレ

スを感じたのは、来店客数の減少だった。本が人

目に晒されることが少なくなり、場所としての魅

力やあたたかさがなくなっていくのはとてもまず

いと思った。そのような時に、雑誌『POPEYE』や

『BRUTUS』の創刊に携わった石川次郎さんに声を

かけていただき、次郎さんの事務所、ジェイ・ア

イに入ることになった。そこで、TSUTAYA TOKYO 

ROPPONGI店の選書担当とディレクション業を任

された。この店舗が成功したことで、本屋さんや

図書館を作りたいというお話を頂くようになった。

企業図書館の依頼が多い。例えば横浜のとある自

動車会社のライブラリーでは、かつて紙の本を減

らす方針だったが、現在はもう一度集め直してい

る。車のデザインにおいて、若いデザイナーは素

材を素早くコラージュするのはとても上手いが、

独自性のないデザインが増えてきた。そんな中で

一人、彼でなくては書けないような線を描くデザ

イナーがいた。これからのデザインというものを

考えた時に、どうしてもこれが好きだという気持

ちで書く線が必要になるのではないか。そういっ

た意味で、この会社で作る図書館は、たくさん読

んでもらうというよりは一冊が深く刺さってくる

ものを探そうと考えた。紙の本はデジタルと比べ、

書き直しが出来ないのが特長で、だからこそ推敲

がよくされている。精度も強度も高い。紙の本だ

からこそ、深く誰かの心臓に刺さるような情報が

提供できるのではないだろうか。 

 

自分の初期衝動は、好きな本を共有したいと願

うことだ。自分が読んで面白い本を伝えたいと思

うことは、本を選ぶ上でとても大事だ。しかし、

伝えたい本がなかなか伝わらない状況であると感

じている。本の販売部数は下がってきているのに

反比例して発行点数は増え、一日で二百数十冊出

版されている本の全てをキャッチアップすること

はできない。本に携わる人間ですら把握が出来な

い状況では、本が好き、興味があるという人が何

を手にとっていいのか分からないのは当然だ。こ

の氾濫を交通整理して、人と本にもう一度良い出

会いをもたらすことができないだろうか。人が本

屋さんに来ないのであれば、人がいる場所に本を

持っていくことはできないだろうか。 

  平成 30年度 神奈川県図書館協会総会開催報告 
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有限会社 BACHでは、異業種の中に混ぜ合わせた

ライブラリーを作ることが多い。本がファースト

プライオリティーではない人にも気持ち良く本に

アクセスしてもらいたいという気持ちがある。先

ほど好きな本を共有したいという話をしたが、こ

れはなかなか難しく、良かれと思って熱く語って

も、相手にとってはお節介にしかならないことが

ある。お節介にならないためには、相手の話を聞

き、対話形式で選書を進めることが重要だ。届け

たい相手が両手を伸ばして届く範囲内に本を配置

する。例えば、子どもに児童文学を読んでもらう

イベントの時に、スティーブンソンの『宝島』を

持って行った。本の内容を話しても、子ども達は

ぽかんとしている。そこで同じ海洋冒険譚として

『ONE PIECE』の話をし出すと、こちらは読んでい

る子どもがたくさんいる。つまり、子どもたちが

両手を伸ばした範囲の中に『宝島』は入っていな

いが、『ONE PIECE』は入っている。なので、この

二つを結びつけるもの、結節点を探してあげる。

どちらも史実の海賊史に基づいているため、登場

人物が似ていることを紹介したり、作者の尾田栄

一郎氏が影響を受けた本に『宝島』を挙げている

ことを伝えると、子ども達も興味を持つようにな

ってくる。相手の興味の範囲を聞くことにより、

薦めたいものとの結び目を作れるという意味で、

インタビューは重要だ。図書館の現場に鑑みると、

一人一人に話を聞くのは難しいと思うが、もっと

ユーザーとの対話を大事にして、まず一人の読者

を見つけることが重要ではないか。今世の中のエ

ンタテインメントは、みんなで動画を観ようなど、

共有することがベースだ。これだけシェアネス、

共有性がアミューズメントのベースになっている

今、一人にならざるをえない、一人で向き合うこ

とになる本はすごい特性を持っていると言える。

世の中のシェア化が進めば進むほど、読書行為の

孤独さがより際立ってくる。そういう意味を考え

た時に、一人という最小単位から物事を考えるこ

とが重要なのではないか。 

 

本棚の編集について、ぼくたちは、NDCよりも

自分たちの独自編集でライブラリを作ることが多

い。だいたいこのジャンルの本棚とはこういった

ものだろうというような既視感を超えていかなけ

ればならない。企画展示を考える時は、とにかく

落差について考えている。例えば愛知県のトヨタ

ミュージアムにある CARS & BOOKSでは、ロールス

ロイスが出来るまでの写真集の横に、『ちびまる

子ちゃん わたしの好きな歌』を置いた。一見全く

関係のない本だが、実は作中にロールスロイスで

ドライブをするシーンがある。要は、全く関係の

なさそうなものになんらかの連なりを発見すると、

人は面白い、読んで見ようかなと思ったりする。

組み合わせる、編集することによって好奇心の誘

発ができ、人の足を止まらせる引力が作れる。も

ちろんただ置くだけではなく付箋などで意図を示

し、サインやメッセージを含めて、ユーザーに楽

しんでもらう。どういう意図でこれらの本が選ば

れて、どう置かれているのかがぱっとわかるよう

にする。それで初めて企画棚というものも完成す

るのではないか。 

JAPAN HOUSE （Sao Paulo) を紹介する。ここの

本棚は縦板がないのが特徴で、壁一面すべて横に

連なった棚になっている。横スクロールのような

形状であることを意識して、「気が付いたら横移

動しているような本棚」を目指して作った。実際

に行って面白かったのは、60年代の美術書などの

古書に人気があったこと。聞いてみると、ワンク

リックでやってこないものに価値があるというこ

とだった。なんでもワンクリックで手元に届くよ

うな世の中になればなるほどそうではないものの

価値が上がっていく。例えば公共図書館の閉架で

人目に触れない場所にあるような本は、逆に今の

人には価値あるものとして響くところがあるので

はないか。図書館に既にあるものを上手く抽出し

てしっかり見えるような場所に置く、ということ

によってまだまだ響く棚作りは出来るのではない

だろうか。 

 

高木学園女子高等学校では、図書館を刷新した

いということで相談を受けた。行ってみると、図

書館は旧校舎にあり、普段授業をしているのは新

校舎。そこで、移動型のワゴンで図書館の本を新

校舎に持ってきて、１ヶ月ごとに内容を変えた。

ワゴンは可愛くかざりつけ、図書委員のエプロン

をかわいいものにした。本を扱っている自分が、

ちょっと良いものだと自分で思えるようなマイン

ドシフトをしていくことはとても大事だ。インタ

ビューでは、図書委員や本をよく借りる子から本

が嫌いな子まで、読書状況が異なる生徒を抽出し

た。そうすると、本をほとんど読まない女子高生

でも、アニメやゲームで扱っている題材への興味

はすごい。テキストを読んで物語を自分に注入し

たいという欲求は今も昔も変わらず存在している
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ことにまず安心し、ゲームというメディアの力を

もってすればテキストを読み進めるという態勢も

あると思った時点で、自分なりの結び目を見つけ

られた。「アニメの原作とその周辺」という棚を

作り、アニメ、ゲームから派生させるような形で、

ミステリや偉人の評伝などを並べると、とても興

味を持ってくれた。いきなりこれを読めと言って

も興味を持ってくれないが、興味のあるものから

の道筋を明文化することで、本が届くようになる。

僕らはどうしても本を読ませようとしてしまうが、

本という媒体でなくとも、好きなお菓子や食べ物

と関係のあるものであれば手に取ってくれるし、

それが結果として本だったというような状況が一

番重要なのではないか。本を読ませることを目的

化するのではなく、本という道具を使ってもらう。

そういう考え方でやっていくと良いのではないか。 

 

神戸アイセンターは眼科の総合病院で、とても

先進的な取組みをしている。ここでは、全盲の方

と弱視の方とで選ぶべき本が全く違っていた。全

盲の方は、音声図書の発達により点字が出来る若

い方が減ってきているので、誰もが知っている本

の点字作品を置いて点字に触れあってもらう。ま

た、言葉というものをもう一度考え直す機会をつ

くるための本を集めた。そのきっかけに『でんし

ゃはうたう』という絵本がある。この、電車が出

発して次の駅へ到着するだけの物語を、ぼくら健

常者はガタンゴトンという擬音で終わらせてしま

うかもしれないが、全盲の方は音に対してはとて

も鋭敏で、聞こえてくる音を一個一個細かく分類

して言葉に落とし込むことができる。健常者より

も（おそらく）より鋭敏な聴覚を使って言葉につ

いて考えてもらおうと思った。また、ワークショ

ップで画集を全盲の方にお見せするということを

試みた。例えばシャガールの絵について、全盲の

方に言葉で説明する。インタビューの時に、実際

に見せることが出来ない以上、これは残酷なので

はないかと聞いてみたのだが、患者の方に「私の

頭のなかで描けているシャガールの絵が実際の絵

より良いか悪いかは誰にもわかりませんよ」と言

われて、あえて画集をいれてみた。弱視の方には、

コントラストが強いカラーの写真集がいいとイン

タビューの中でわかった。一番人気だったのが篠

山紀信さんの『アイドル 1970‐2000』という写真

集。弱視の方へは、何が見えるかというより何が

見たいかを考えることが重要だった。磁場に従っ

て、インタビューしたこの人はこれが好きだろう

なと考えながら選ぶ。生の声を拾い上げて、一人

の読者に向けて選ぶというふうにやっている。 

 

兵庫県豊岡市城崎温泉で行っているプロジェク

トを紹介する。2013年が志賀直哉来湯 100年とい

うことでぼくが呼ばれた。現場に行って分かった

のは、確かに石碑はたくさんあるのだが、残念な

がら過去自慢にしかなっていないということだっ

た。今城崎に来ている人たちに通じるように作品

を差し出そうと思い、第１弾として出版されたの

が『注釈・城の崎にて』だ。志賀直哉の『城の崎

にて』はとても短いのだが、そのオリジナルに加

えて、当時の志賀の様子や、この短編が後の作品

にどう繋がったか注釈をつけ、100年以上前の作

品である『城の崎にて』にアクセスしてもらうよ

うにした。また、現在の小説家に城崎に逗留して

もらい、作品を書いてもらおうと提案した。はじ

めに依頼したのは万城目学さんで、書いて頂いた

のが『城崎裁判』という短編だった。温泉で読ん

でもらうために、表紙をタオル地に、紙を防水に

して、お風呂の中で読めるような本を作ったとこ

ろ、２年半で１万部売れた。その後、湊かなえさ

んに『城崎へかえる』という作品を書き下ろして

もらった。この『城崎へかえる』は蟹をひたすら

食べる話なので、まるで蟹の脚のような見た目と

手触りの装丁にした。これも１万部を突破してい

る。これらの本は、旅館組合の若旦那衆とバッハ

で立ち上げた NPO法人「本と温泉」でネット通販

なし、買うためには城崎に来るしかないという方

策を打ち、販売を続けている。日本全国色々な場

所にゆかりの作家やゆかりの本があるが、昔書か

れたものを展示するだけだと過去自慢になってし

まう。それをどのようにアップデートしていくの

かが大事だと思う。また、城崎文芸館もリニュー

アルした。お金がないので、展示は手づくりで工

夫した。図書館の展示はどうしても平面的になり

がちだが、それを立体的にすることで良い意味で

の違和感が生まれると思う。本の中のアフォリズ

ムの抽出はすごく効果的で、そうやって抽出でき

るものを立体化していく。ただ本を展示するとい

うことに止まるのではなく、それをどうやって目

の前を通り過ぎる人に投げかけるのかと新しい方

策を考えていくのはすごく重要なのではないかと

思う。図書館の在り方として、アーカイブスが重

要である一方で、目の前を素早く通りすぎてしま

う人へ投げかけをすることも重要だ。この両輪を

走らせなければ、図書館は人を引き付ける魅力を

発しづらくなっていく気がする。 

ぼくらはプロジェクトをやる時に、身体性を重

要視している。東京ミッドタウンでパークライブ

ラリーというイベントをやっていた。ピクニック

バスケットに３冊の本と敷物を入れて貸し出すと

いう屋外図書館で、敷物が無料だからと借りてい
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く人が多かった。本を敷物の重しにしているだけ

の人でも、日のあたる庭でパラパラと本をめくっ

てくれる。ふだん本を全く開かない人に、どうや

って本を届けるのかという時に、身体が気持ちい

いシチュエーションを整えてあげると良いのでは

ないか。身体の気持ち良さによって精神的な余白

も生まれてきて、何かに手を伸ばすということも

起きる。読む環境としての図書館をどう仕上げて

いくのか、環境づくりも考えなくてはいけないの

ではないか。どうしても格好良さや書架の見栄え

が語られがちだが、そこに来た一人の人が気持ち

よく本を読むにはどうしたらいいかを考える。そ

れもライブラリアンの重要な仕事なのではないか

と思う。

 

平成 30年度 表彰受賞者 

★功労者 １名１団体 （ ）内は推薦施設名 

○賀谷恭子氏（横浜市中） 

 1995年、本牧小学校へのブックリスト作成等の

活動をきっかけに、これまで 22年にわたり、中区

はもとより市内各所で本を通じた「子ども」「高

齢者」を地域に結びつなげていく活動の中心とな

って読書振興の活動を行っている。 

○ハイジの会（川崎市立宮前） 

「おはなし会は子どもと本をつなぐものであり、

昔話や児童文学を楽しむ事で生きる力を育んでほ

しい」という理念のもと、平成８年の発足以来、

長年にわたり、素話や絵本の読み聞かせを通して

子どもたちを楽しませる活動を行っている。 

★永年勤続職員 11名 

白石智彦（県立）、小野桂（県立川崎）、渡辺加

奈子、小口恵利子（横浜市神奈川）、渡辺準（川

崎市立幸）、饗庭寛子（藤沢市総合市民）、渋谷

宇一郎（藤沢市南市民）横堀憲児（厚木市立中央）、

立石文恵（関東学院大学）、浅利典江、岩﨑ゆか

り（東海大学） 

 

平成 30年度 事業計画 

１ 図書館に関する調査研究 

(１)地域資料等の調査研究 

(２)大学図書館の調査研究 

２ 図書館活動の普及 

○図書館活動についてＰＲを行う。 

○協会ホームページのメンテナンス作業を実施

する。 

３ 読書推進運動 

○子ども読書活動推進フォーラムを県立図書館と

共催する。 

４ 図書館職員の研修 

○図書館員の資質の向上をはかるため、次の研修

を充実させる。 

(１)見学（国会図書館、公共図書館、大学図書

館） 

(２)講座（大学図書館研修、高齢者サービス、

製本・修繕、YAサービス、障害者サービス、窓口

サービス、図書館システム、図書館利用の推進、

事例紹介 等） 

(３)児童担当者向け（県の子ども読書活動推進

フォーラム、児童サービス、学校等他機関との連

携、おはなし会 等） 

(４)視聴覚（著作権、視聴覚資料の構造・取り

扱いについて 等） 

(５)図書館総合展フォーラム 

(６)その他 

５ 機関紙、その他の印刷物の刊行 

○「神奈川県図書館協会報」第 263号～第 266号

を発行する。 

○「神奈川の図書館 2018」を刊行する。 

６ 図書館相互の連絡協調 

○神奈川県図書館協会の運営その他に関して次の

会議を行う。 

（１） 総会 平成 30年４月 26日 

（２） 理事会  

（３） その他 

○永年勤続職員及び県内図書館の功労者に対して

表彰を行う。 

※ 総会開催と同時に実施。 

○大学図書館間における相互協力の推進を図るた

め次の事業を行う。 

（１）共通閲覧証による相互利用 

７ 協会創立 90周年記念事業 

○式典、記念講演会、記念展示を実施する。 

○図書館所蔵の地域資料のデジタル化を行う。 

○人材育成基金の検討を行う。 
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＜一般会計＞ 

収入                  （円） 

分担金等収入 

 

 

繰越金 

雑収入 

各館分担金 

個人会員分担金 

日図協団体活動費 

前年度繰越金 

雑収入 

1,509,000 

51,000 

128,445 

794,000 

20 

合計 2,482,465 

 

支出                  （円） 

事務費 

事業費 

会議費 

調査研究費 

 

広報活動費 

 

 表彰費 

事務局費 

 

会議費 

調査研究費 

館員等研究費 

会報等発行費 

図書館総合展費 

表彰費 

95,000 

 

61,000 

122,400 

515,000 

540,000 

269,000 

86,000 

記念事業特別

会計への繰り

出し 

  0 

予備費  794,065 

合計 2,482,465 

 

平成 30年度 研修委員会 研修計画 
(平成 30年６月 12 日現在) 

 

  開催日 研修内容 

施設 

見学 

６月 26日（火） 県立川崎図書館 

７月 20日（金） 国立国会図書館 

９～10 月 
大学図書館 

（見学先未定） 

1月 18日（金） 国立映画アーカイブ本館 

講演 

９～10 月 大学図書館（内容未定） 

12 月８日（土） 
県子ども読書活動推進フ

ォーラム（内容未定） 

１～２月 
LLブックによる利用案内

（仮） 

未定 
高校におけるビブリオバ

トル（仮） 

未定 
異文化に対応した窓口

サービス（仮） 

総合展 11 月１日（木） 
協会 90周年式典と記念

講演（題未定） 

 

 

平成 30年度 役員名簿 
(平成 30年４月 26 日) 

会長   此田 雅之（県立図書館） 

副会長  山口 隆史（横浜市中央図書館） 

     新岡 智（関東学院大学図書館） 

理事   島田 圭（県立図書館） 

     堀端 保聖（県立川崎図書館） 

     沖間 俊明（横浜市中央図書館） 

     小島 久和（川崎市立中原図書館） 

     山口 正樹（横須賀市立中央図書館） 

     安田 清高（逗子市立図書館） 

     高橋 聡（海老名市立中央図書館） 

     來嶋 芙実（大和市立図書館） 

     湯澤 さいみ（茅ヶ崎市立図書館） 

     嶋田 章（寒川総合図書館） 

     古矢 智子（小田原市立図書館  

小田原市立かもめ図書館 ） 

     志田 基与師（横浜国立大学 

附属図書館） 

     新中 新二（神奈川大学図書館） 

     奥村 裕司（相模女子大学附属図書館） 

     元木 章博（鶴見大学図書館） 

     中嶋 卓雄（東海大学付属図書館） 

     辻原 登（神奈川近代文学館） 

監事   田中 俊穂（総合教育センター教育 

図書室） 

     堀江 信夫（県立公文書館） 

事務局長 小林 利幸（県立図書館） 

 

平成 30年度 委員会名簿（◎は委員長） 

＜企画委員会＞ 

◎沖間俊明（横浜市中央） 

海老沼隆（横須賀市立） 

來嶋芙実（大和市立） 

小島久和（川崎市立中原） 

堀江美由紀（神奈川大学） 

宇佐美恒城（神奈川近代文学館） 

鈴木めぐみ（県立） 

稲葉伊岐子（横浜市中央） 

松浦晴美（関東学院大学） 

 

＜広報委員会＞ 

◎海老沼隆（横須賀市立） 

原田暁（神奈川県立） 

坪根史織（横浜市中央） 

菅井紀子（県立川崎） 

吉井聡子（川崎市立川崎） 

伊東美乃里（相模原市立相模大野） 

平成 30年度 予算 
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中村春菜（平塚市中央） 

岡﨑富美江（東海大学） 

中山昌也（横浜国立大学） 

宇佐美恒城（神奈川近代文学館） 

 

＜地域資料委員会＞ 

◎來嶋芙実（大和市立） 

津田志保（神奈川県立） 

阿久津望（横浜市中央） 

生田春菜（県立川崎） 

丹羽朋子（二宮町） 

神山幸平（湯河原町） 

近藤聡子（鶴見大学） 

佐々木友香（公文書館） 

 

＜研修委員会＞ 

◎小島久和（川崎市立中原） 

白石智彦（県立） 

真栄田久恵（横浜市中央） 

舟田彰（川崎市立宮前） 

水野優子（鎌倉市中央） 

萩原郁美（厚木市立中央） 

篠田賢治（座間市立） 

三瀬耕平（海老名市立有馬） 

今村佳奈（藤沢市総合市民） 

飯樋美鳩（茅ヶ崎市立） 

吉岡伸恵（秦野市立） 

星崎貴之（小田原市立） 

坪井航（横浜市立大学） 

三好由美（相模女子大学） 

布川帆波（県ライトセンター） 

 

＜大学図書館協力委員会＞ 

◎堀江美由紀（神奈川大学） 

豊田裕昭（横浜国立大学） 

河西徹（横浜市立大学） 

松浦晴美（関東学院大学） 

古越奈央（相模女子大学） 

吉田千登世（鶴見大学） 

紅谷龍司（東海大学） 

 

平成 30年３月８日（木）、海老名市立総合福祉

会館において、ナクソス・ジャパン株式会社荻生

哲郎氏、海老名市立中央図書館山本剛揮氏、片野

巨斗氏をお招きし、新たな音楽サービスの一形態

として、音楽データベース、ナクソス・ミュージ

ック・ライブラリー（以下、ＮＭＬ）の概要説明

及び海老名市立図書館での導入事例について、神

奈川県図書館協会職員研修を行いました。 

ＮＭＬはクラシックを中心とした音楽データサ

ービスで、2005年から日本でのサービスを開始し

ています。800以上のレーベル（180万曲以上）の

音源を配信し、公共図書館、大学図書館、小・中・

高等学校等、約 140機関で導入されています。 

同時アクセスの上限数等に応じて年間利用料は

異なりますが、ＣＤ50枚分のコストで約 10万枚

が利用可能になるなどのコスト削減やスペースの

節約、受入・貸出・維持管理の簡略化などのメリ

ットがあるようです。また、来館不要でのサービ

スの享受は、これからの時代に、図書館サービス

を考える上で、大切な視点であると感じました。 

海老名市立図書館においては 2015年よりＮＭ

Ｌを導入。従来から所蔵していたＣＤ等について

も提供を継続しています。書架や電子掲示板での

告知だけでなく、クラシックの本の展示や iPad

を利用した講座等を実施し、ライトユーザーを増

やす取り組みを行っているそうです。ＮＭＬの利

用を促進するためには、案内だけでなく、ライト

ユーザーを対象とした試聴講座とヘビーユーザー

を対象とした講座（ＮＭＬが講師を務めるクラシ

ックの楽しみ方の案内講座など）を繰り返してい

くことが必要ということでした。 

参加者からはＮＭＬのサービスに関する質問や、

実際に導入している中での課題や今後の展望等に

関する質問が複数出ており、活発な意見交換も行

われました。アンケートには「視聴覚サービスに

限界を感じているので、新たなサービスに出合え

て良かった」、「導入を考えたことがあったので、

説明を直接聞けて良かった」、「詳しい導入事例

が分かり参考になった」等の感想が寄せられまし

た。 

多くの公共図書館では視聴覚資料に関する課題

を抱えており、今後のサービスをどのようにして

いくのか、それを考える良い機会であったと考え

ています。 

（鎌倉市大船図書館 水野 優子）

 

研修レポート 

「新たな視聴覚サービスについて」 
（平成 30年３月８日実施） 
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英語多読マラソン推進への取組は、グローバル

人材の育成が大学の喫緊の課題として認識される

中、図書館として何かできることはないかと 2017

年度から始まったものです。取組の内容としては

英語多読マラソン、洋書 POP大賞、英語多読スタ

ートアップガイダンスの３つになりますが、主軸

となるのが英語多読マラソンです。 

英語多読マラソンは、参加者が読んだ多読本の

語数を蓄積し、一定の語数を達成するごとに賞品

がもらえ、最終的には 100万語達成を目指すとい

うものです。英語多読マラソンの取組をしている

大学はいくつもありますが、手帳のようなものに

自分で記入したり、エクセルで管理したりすると

ころが多い中、本学ではもともとは北海道大学附

属図書館で導入したシステムに多少本学独自の改

変を加えた多読マラソンシステムを導入しました。

これにより参加者はクリックひとつで語数や読書

記録を蓄積でき、他の参加者のレビューを読んだ

り、語数を競ったりすることができるため、英語

多読学習を続けるモチベーションにもなります。

参加者は昨年１年間で 140名を超え、うち３名が

100万語を達成することができました。100万語達

成者にインタビューしたところ、３人とも英語力

が上がったことを実感しており、うち一人は

TOEIC満点をとるなど取組としての効果も目に見

える形であらわれています。 

洋書 POP大賞や英語多読スタートアップガイダ

ンスはそれぞれ多読というものを知らしめたり、

多読をはじめるきっかけをつくるためのイベント

として機能しており、この三つ巴がうまく連動す

ることで英語多読学習がますます活性化するもの

と考えています。今後も英語多読を推進できるよ

うな新たな取り組みにチャレンジしていきたいと

思います。 

 

（図書館情報課 森岡 緑）

 

発行：神奈川県図書館協会 〒220-8585 横浜市西区紅葉ケ丘 9-2 神奈川県立図書館内 TEL（045）263－5900 編集：広報委員会  

 

連載 わたしのイチオシ 

 横浜国立大学附属図書館 「ＹＮＵ英語多読マラソンシステム」 

英語多読マラソンシステム「ブックレビュー」画面 

英語多読マラソンシステム「探す・記録する」画面 


